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晩
秋
の
演
出
、
風
に
吹
か
れ
舞
う

″黄
葉
亀

そ
の
下
は
黄
金
の
じ
ゅ
う

た
ん
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
チ
ョ
ウ
並
本
の
衣
替
え
に
よ
る

自
然
現
象
、
毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
る

鮮
や
か
む
景
観

季
節
へ
の
″
ア
ピ
ー

ル
″
だ
。

場
所
は
清
田
区
民
セ
ン
タ
ー
前
を

走

る
道
路
。
こ
こ
に
は
８５
本

の
イ

チ
∃
ウ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
絶

景
は
セ
ン
タ
ー
前
の
お
よ
そ
１
０
０

メ
ー
ト
ル
。

黄
色
に
染
ま

っ
た
ト
ン
ネ
ル
が
出

現
し
眼
前
に
広
が
る
風
景
は
格
別
、

鮮
や
か
な
本
々
の
葉
が
微
風
に
揺
ら

れ
て
舞
う
自
然
美
は
訪
れ
る
人
を
夢

の
世
界
へ
誘

っ
て
い
る
。

毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鮮
や
か
な

変
身
は
自
然
の
う
た
げ
の
よ
う
だ
。

黄
金
の
舞
台
は
１１
月
中
旬
に
終
了

し
、
今
は
深
い
眠
り
に
つ
い
て
い
る

が
、
季
節
に
は
訪
れ
る
人
た
ち
に
素

晴
ら
し
い
景
観
　
景
勝
地
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

撮
影
１１
月
上
旬

（写
真
　
文
　
小
山
田
義
信
）

鶉

影

ヨ

ー

ー

ー



第60号 (2)合 会 だ よ り平成28年 (2016)1月 1日 連

清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
が
創
立
５０
周
年

を
迎
え
Ｈ
月
１４
日
（土
）清
田
区
民
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
歴
代
町
連
関
係
者
、
議
員
、
歴
代

区
長

・
所
長
、
学
校
関
係
者
、
各
種
関
係
団

体
、
な
ど
総
勢
２
０
２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

有
明
小
学
校
全
校
児
童
８３
人
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
開

幕
、
会
場

に
は
学
校

の
テ
ー

マ

ソ
ン
グ
と

な

っ
て
い

る
ア
ニ
メ

の

「
鉄
腕

ア
ト
ム
」
、

西
城
秀
樹

の

「
ヤ
ン

グ

マ
ン
」

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

の
曲
が
響
き
わ
た
り
、

ア
ン

コ
ー
ル
が
出
る
な
ど
式
典
を
大

い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
関
係
者
を
前
に
牧
野
晃
会
長
が

挨
拶
し
ま
し
た
。

擬
Ｊ
Ｏ
岬
ヨ

本
日
、
清
田
地
区
町
内
会
連
合

会
創
立
５０
周
年
記
念
式
典
、
並
び

に
祝
賀
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と

は
、
私
ど
も
の
大
き
な
悦
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

式
典
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

多
く
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど

も
清
田

地
区
町

連

は
、

地
域

の

期
待
を

担

っ
て
、

昭
和
４０

年
に
創

立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
「
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、

時
代
の
大
き
な
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て

活
動
を
進
め
５０
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
単
に
月
日
の
長
さ
だ
け
の

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
諸

氏
の
地
域
発
展
を
目
指
し
た
熱
い

志
と
献
身
的
な
活
動
の
歴
史
で
あ

り
ま
す
Ｇ

活
動
を
積
み
上
げ
ら
れ
た
先
輩

諸
氏
の
ご
努
力
と
ご
苦
労
に
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

「
ま
ち
づ
く
り
」

の
遺
産
を
、
将
来
の
地
域
発
展
に

つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
町
連
の
現
在
と
今
後
を
展

望
す
る
時
、
私
ど
も
は
、
次
の
ま

ち
づ
く
り
に
力
点
を
置
き
、
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

１
つ
は
、
町
内
会
の
理
解
と
活
動

に
よ
り
地
域
の
絆
を

一
層
深

め
、
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。

２

つ
は
、
「
自
分
た
ち

の
街
は
、

自
分
た
ち
の
手
で
」
と
言
う

自
治
の
考
え
か
ら
、
町
連
が

地
域
に
呼
び
掛
け
て
多
く
の
団
体
の

賛
同
を
頂
い
た

「清
田
地
区
住
み
よ

い
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

で
の
実
践
で
す
。

中
で
も
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地

域
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

は
、
現
在
９
年
間
続
き
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み

不
法
投
棄
監
視

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

協
議
会
と
町
連

と

の
合
同
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

清
田
地
区
独
自

の
活
動
で
、
自

然
保
護
の

一
部

を
担

っ
て
い
る

と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

一

層
充
実
さ
せ
、
清
田
に
住
ん
で
よ
か

つ
た

と
思
う

「ま
ち
づ
く
り
」
を
地
域
の
皆
様

方
の
力
を
お
借
り
し
て
、　
一
歩

一
歩
実
現

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
清
田
地
区
の
明
る
い

未
来
に
同
か

っ
て
地
域
の
融
和
と
連
帯
を

強
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
を
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

辮
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(3)第 60号 連 合 会 だ よ り  平成28年 唸0101月 1日

仕机
い
て
、ヽ　
平
「

谷
光

人

注爛
田

区
長
、
鈴
木

一早

清

田
地

区

町
内
会
連
合
会

連
絡
協
議
会
長

の
祝
辞

の
あ
と
、

永
年
に
わ
た
り

地
域
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
携
わ

っ
て
い
る
個
人
８
人
と
２
団
体
に

町
連
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（順
不
同
、
敬
称
略
）

個
　
人

真
栄
第

一

真
栄
第

一

真
栄
第

一

真
栄
第

一

真
栄
第
三

真
栄
第
二

真
栄
団
地

美
し
が
丘

★
東
真
栄
町
内
会

災
害
避
難
訓
練
の
実
施

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
の
設
置

代
表
　
小
　
林
　
秀
　
雄
　
会
長

★
ゴ
ミ
不
法
投
棄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

監
視
協
議
会

代
表
　
阿
　
部
　
折
［　
夫
　
真
栄
第
四

記
念
式
典
の
あ
と
、
祝
賀
会
に
移
り
舞
台

で
来
賓
者
に
よ
る

「
か
が
み
割
り
」
で
気
勢

団
嵐 主 冨 池 高 高 角 大
体
藤 山 田 谷 谷  場

慶 夕 和 広 清  典
ツ

信 政 子 恵 子 治 昭 之

を
挙
げ
た
あ
と
、
元
道
議
会
副
議
長

大
内

良

一
さ
ん
の
祝
杯
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

途
中
、
プ

ロ
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
も

行
な
わ
れ
会
場
か
Ｌ
大
き
な
拍
手
が
わ
き
、

式
典
は
盛
大

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

一側

一■

一
側

一儡

一

ユ収
　
　
　
　
一上

１
９
６
５
年

（昭
和
４０
年
）
名
称
は
豊
平

清
田
町
内
会
連
合
会
．

会
長
　
見
上
権
治
郎
、
副
会
長
３
名
、
理

事
１３
名
、
監
事
２
名
、
部
長
１０
人

（総
務
、

財
務
、
福
祉
厚
生
、
保
健
衛
生
、
防
犯
、

防
災
、
交
通
安
全
、
青
少
年
育
成
、
婦
人
、

体
育
）

加
盟
町
内
会

・
自
治
会

あ
し
り
べ
つ
地
域

（清
田
、
真
栄
、
北
野
、

平
岡
、
有
明
、
里
塚
）
に
あ
る
１９
の
町
内

会

・
白
治
会
。

昭
和
４７
年
に
名
称
を
現
在
の
清
田
地
区
町
内

会
連
合
会
に
改
称

平
成
２７
年
　
加
盟
１２
町
内
会

真
栄
第

一
、
真
栄
一墾

一、
真
栄
第
三
、
真

栄
第
四
、
東
真
栄
、
真
栄
団
地
、
清
田
、

清
田
有
楽
、
新
平
岡
、
美
し
が
丘
、
有
明
、

シ
ア
ス
羊
ヶ
丘
通
り
町
内
会
（２７
年
入
会
）

‐２
町
内
会
　
４
、
６
６
８
世
帯

（２７
年
８
月
１
日
現
在
）

清
田
地
区
は
…

「
清
田
」
「
真
栄
」
「
有
明
」
の
３
地
区
か

ら
な

っ
て
お
り
、
区
の
面
積
の
約
６８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

清
田
地
区
　
　
　
清
円
区

面
　
積

（厨
）
４
０
　
４
８
　
　
５
９

・
７

世
帯
数
　
　
９
、
２
２
６
　
　
４
４
、
８
７
１

人
　
口
（人
）
１
８
、
０
７
４
　
１
１
６
、
３
１
４

男
　
性
　
　
８
、
７
０
３
　
　
一２
ｂ
、
０
１
１

女
　
性
　
　
９
、
３
７
１
　
　
６
１
、
３
０
３

平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在

清
田
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

現
在
５
つ
の
町
内
会
連
合
会
が
連
携
し
区

民
の
自
治
活
動
を
担

っ
て
い
る
。

①
　
清
田
地
区
町
内
会
連
合
会

②
　
北
野
地
区
町
内
会
連
合
会

③
　
清
田
地
区
中
央
町
内
会
連
合
会

④
　
平
岡
地
区
町
内
会
連
合
会

⑤
　
里
美

・
美
し
が
丘
地
区
町
内
会
連
合
会

2015-2016年度 RIテ ーマ
「世界へのプレゼントになろう」

国際□―タリー(RI)第 2510地 区

札幌清田□―タリークラブ
会 長 高 橋 宣 充

幹 事 森   bll名恵

〒0600004本し幌市中央区北 4条西 15丁目 1 14コ アレックスビル 5F
TEL(011)632-5303 F∧ X(011)632-5308

世界へのプレゼントになろう
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ふ
・れ
あ
い
〇

び
ま
・，
り
＝

島

「
お
互

い

に
サ
＾ゝ
え
合

つヽ

や
さ
し
い
ま

ち

づ
く
り
」

を

目

指

し

て

「第
３
回

清
田
地
区
ふ

れ
あ

い
ま

つ

り
」
が
９
月

２６

日

（
土

）

に
清
田
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

地
域
の
人
た
ち
が
大
勢
つ
め
か
け
催
し
も
の

を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
の
入
り
口
で
は
産
地
直
送
の
新
鮮
な
．

野
菜
が
格
安
の
値
段
で
販
売
さ
れ
人
気
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
入
場
の
先
着
１
０
０
名
に
有
明
産
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
嬉
し
い
心

遣
い
で
し
た
。

大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
「響
楽
太
鼓
」

で
幕
を
開
け
、
清
田
児
童
会
館
や
清
田
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
の
子
ど
も

た
ち
の
ダ
ン
ス

や
、
真
栄
寿
会

の

「
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り

」
、
新

平
岡
町
内
会

の

竹

本

会

長

の

「
芝

オ
ケ
」

な

ど
が
披
露
さ
れ

会
場
の
拍
手
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ｌ
階
の

「
チ
ャ
リ
テ
イ
バ
ザ
ー
」
で
は
、

各
町
内
会
か

ら
提
供
さ
れ

た
衣
類
な
ど

お
得
な
品
や

思
わ
ぬ
掘
り

出
し
物
が
超

格
安
で
販
売
さ
れ
、
両
手
で
持
ち
き
れ
な
い

ほ
ど
買
い
求
め
る
人
も
い
て

″店
内
ク
は
大

盛
況
で
し
た
。

さ
ら
に
、
２

階
に
は

「
ふ
く

ま
ち
食
堂
」
が

オ
ー
プ
ン
し
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
ー

杯
が
１
０
０
円

と

い
う
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格

で
提
供
さ
れ
人

気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

（小
山

県

１０
月
２５
日

（日
）
清
田
区
民
セ
ン
タ
ー
で

「第
１９
回
清
田
区
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
低
気
圧
の
急
速
な
発
達
で
大
荒

れ
模
様
、
初
雪
も
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
会
場

は
満
席
の
大
盛
況
で
し
た
。

「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
ク
ラ
シ
ッ

Ｃ
二
重
奏

（ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ギ
タ
ー
）

「
マ
ス
ネ
∧
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
∨
他
３
曲
」

ふれあし1
コンサート

ク
音
楽
を

通

じ

て
、

区
民
の
ふ

れ
あ

い
を

深
め
る
目

的
で
開
か

れ
、
清
田

ゆ
か
り
の

演
奏
家
が

出

演

す

る

た

め
、

フ
ア
ン
が

多

い
よ
う

で
す
。

プ

ロ
グ
ラ
ム

20157～ 20166年度 「会長スローガンJ

『地域と共に更なる成長分かち合おう“奉仕の心"』

晨饒鶏L幌清田ライオンズクラブ
会 長 池 田 智 仁
幹 事 水 上   悟
会 計 石 田 幸 雄
P R宮 下 敬 敏

004-0841札幌市清田区清田1条 1丁 目5-1
プレイスビル 3F

容 882-2323 FAX882-0109

紆卜清田地区商工振興会

会 長 斉 藤 忠 明

副会長 荒 井 喜 和

副会長 工 藤 慶 和

事務局/〒 0040834
札幌市清田区真栄4条 2丁 目1-48
株式会社東光ストア真栄店2F

TEL・ FAX(011)885-3133



(5)第 60号 連 合 会 だ よ り  平成28年 (2016)1月 1日

○
ピ

ア
ノ
ソ
ロ

（ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー

「
月
の
光

一

他
１
曲
）

〇
五
重
奏

（
フ
ル
ー
ト

・
オ
ー
ボ

エ

・
ク
ラ

リ
ネ

ッ
ト

・
ホ
ル
ン

・
フ
ァ
ゴ

ツ
ト
）

「
ビ
ゼ
ー
ハ
カ
ル
メ
ン
第
１
組
曲
よ
り
っ闘

牛
士
の
行
進
ク
∨
他
２
曲

○
声
楽

（
ソ
プ
ラ
ノ

・
ア
ル
ト
）

「
ヴ

エ
ル
デ
ィ
ハ
オ
ペ
ラ

ク
リ
ゴ
レ
ッ
ト
ウ

よ
リ

ク女
心
の
歌
″
他
５
曲
」

室
内
楽
は
気

の
あ

っ
た
者
同
士
が
独
奏
楽

器
を
組
み
合
わ
せ
、
静
か
に
鑑
賞
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
楽
曲
で
し
た
。

５
重
奏

の
演
奏
家

は
、
全
員

が
中

・
高

校
で
吹
奏

楽
部
に
所

属
し
て
い

た
そ
う
で

す
。
人
は

感
情
が
高

ま

る

と

、

歌

い
出
し

ま
す
。
声
楽
で
は
、
国
や
土
地
が
異
な
り
人

種
が
違
う
と
歌
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ

る
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
民
謡
や
オ
ペ
ラ
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

演
奏
家
の
理
性
と
情
熱
、
聴
衆
の
誠
実
さ

と
知
性
が
快
く
響
き
合

っ
た
す
ば
ら
し
い
演

奏
会
で
し
た
。

（清
水
　
芳
洞
）

牧
野
町
連
会
長

自
治
振
興
功
労
賞
を

清
■
区
内
の

不
法
投
棄

減
少
傾
向
ヘ

１０
月
３
日

（土
）
清
田
地
区
不
法
投
棄
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
監
視
員
協
議
会
と
町
連

・
保
健

衛
生
部
、
有
明
小
学
校

（合
計
２４
人
参
加
）

の
合
同
巡
同
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。最

初
に
足
を
進
め
た

の
は
１７
年
８
月
に
大

水ヽ
年
に
わ
た
り

町
内
会
役
員
な
ど

を
務
め
、
地
域
の

自
治
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
人
を
表
彰

す
る
札
幌
市

の
自

治
振
興
功
労
賞

の

表
彰
式
が
１１
月
２６

規
模
な
不
法
投
棄
の
撤
去
作
業
が
行
な
わ
れ

た
山
林
地
帯
で

「
有
明
小
学
校
裏

の
民
有

地
」
。
入
り
日
に
は
鎖
が
張
ら
れ
通
行
止
め

に
な

っ
て
お
り
中
に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
入
り

日
付
近
に

は
「
し
み
」

が
捨
て
ら

れ
て
お
り
、

美
観
を
損

ね
て
い
ま

し
た
。
監

視
員
は
現

場
に
ゴ
ミ

不
法
投
棄

防
止
の
職

□

（本
）
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

清
田
地
区
か
ら
牧
野
　
晃
清
田
地
区
町
内
会

連
合
会
会
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

（数
字
は
団
体
役
職
就
任
期
間
）

真
栄
第
四
町
内
会
会
長
　
　
　
平
１０
～
１６

清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
副
会
長

清
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

清
田
地
区
福
祉

の
ま
ち
推
進
委
員
会
委
員
長

平
１３
ヽ
‐９

清
田
区
防
火
委
員
会
理
事
　
　
平
１６
～
‐８

清
田
区
防
火
委
員
会
会
計
理
事
平
１８
～
２０

清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
会
長

清
円
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長平

１９
～
現
在

MLrlUMI          ~   ~~  
‐ ~  ‐   ―

清田区真栄 1条 1丁目1-18
TEL 08 8 1-2408(電 機)
881-6997(住 設)

◎電化製品販売 ◎灯油販売
◎札幌市水道・排水指定工事店

◎札幌市除雪業務 。民間駐車場除雪

| |《酵素の働きで健康な皮フと
読看臓題予昴
》

ぜひおすすめの酵素のシャンプー・トリートメント・ボディ
シャンプーです。

・酵素のシャンプー・トリートメント化粧品は様々な皮フの
トラブルに対応できます。

・ボディシャンプーは、力口齢臭 男性臭等の解,肖はもちろん、
お風呂場の水アカも付かなくなります。

・毛髪が細い方や頭皮のトラブルでバーマやカラーをひかえ
ている方など、お悩みの方は、ぜひ一度お試し下さい。

ビューティーサロンK&E
TEL.011-881-2893
〒0040831本し幌市清田区真栄 1条 1丁目16-8
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平成28年 (2016)1月 1日 連
人

口 会 だ よ り 第60号 (6)

を
設
置
し
次

の
パ
ト

ロ
ー

ル
地
区

へ
向

か

い
ま
し
た
。

「
ふ

れ
あ

い
の
森
」
の

バ

ス

回

転

所

ス

ス
が

折
り
返
し
を

す
る
た
め
の

広
場
）
周
囲

の
笹
薮
で
は

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
、
絵
画
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
、

テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー
ブ
、
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
な

ど
が
次
々
と
発
見
さ
れ
隊
員
を
驚
か
せ
ま
し

た
。
不
法
ご
み
は

一
所
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所

の
笹

薮
だ
け
に
監
視
員
の
心
を

い
た
く
傷

つ
け
た

よ
う
で
し
た
。

続

い
て
白
旗
山
ス
キ
ー
競
技
場
近
く
の
民

有
地
で
は

不
法
投
棄

を
禁
ず
る

「
職

」

が

風
雨
で
破

損
し
て
い

た
た
め
新

し
い
の
に

一

変
え
道
路

一

の
両
サ
イ

一

ド
に
設
置

一

し
ま
し
た
。

最
後
に
足
を
運
ん
だ
の
は
ハ
イ
テ
ク
ヒ
ル

の

「旧
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
跡
」
こ
こ

は
ゴ
ミ
も
少
な
く
巡
回
し
た
場
所
で

一
番
き

れ
い
な
所
で
し
た
。

２
時
間
ほ
ど

の
パ
ト

ロ
ー
ル
・で
し
た
が
、

一
部

の
大

．
量
不
法
投

・
棄
場
所
を

一
除

い
て
き

・
れ

い
な
場

所
が
増
え

一
て
い
ま
し

法
投
棄
は
年
々
少
な
く
な

っ
て
来
て
い
る
、

こ
れ
も
監
視
委
員
の
協
力
と
努
力
の
た
ま
も

の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
に
よ
り
ま
す
と
清
田
区
内

の
不
法

投
棄

の

「
発
見
件
数
」
は
左
記
の
通
り
平
成

‐８
ヽ
８
年
度
ま
で
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
２４
年
度
か
ら
は
減
少
の

傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す

。

清
田
区
の
不
法
投
棄
発
見
件
数

平
成
１８
年
　
　
　
　
　
　
つ
一３
５
件

‐９
生
‐　
　
　
　
　
　
　
，
■
さ
４
一庁

２０
年
　
　
　
　
　
　
・
■
ｉ
つ
牛

２‐
年

　

　

　

　

　

　

２ヽ

ム
Ｆ

２２
年
　
　
　
　
　
　
　
・せ

た
庁

２３
年
　
　
　
　
　
　
１
０
５
件

が マ  も 小 ま な 物 で コ 機 庫 ビ の れ
1最 性単J tt t巻 夫

'1委

曇｀憲せ捨
そ肇警曇露労ヾて多倉俺量4全 デ心『 咎響響
ふ遺え写41_∵=iF.IFア

濯蔵レるら年年年

〔8Kま |:

雪サit
1漏 羨森

=者 違 罪 違 物 棄 ま ら も て で に の

ai[E見曽曇3tF曾看[]繁
|

７
０
件

５
１
件

３
０
件

豚 成人病予防に、
糖尿病、
局コレステロール、
高脂血症など、
運動不足の方ヘ

オートバイ、除雪機の販売修理
(国道36号線沿い)

有限会社ノイズマーケット
札幌市清田区真栄 1条 2丁目245

丁巨L(011)882-8222
FAX(011)882-8257

″嵐清田スイミングスクール
〒0040841 札1幌市清田区清田1条 4「 日420

却恥合わせ●(011)-881-0115
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(7)第 60号 連 合 会 だ よ り  平成28年 は0101月 1日

晴
天
の
下
バ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

青
空
が
広
が

っ
た
７
月
５
日

（日
）
、
厚

別
川
河
川
敷
の

「
マ
ガ
モ
コ
ー
ス
」
で
体
育

部
主
催
の
第
１６
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

か
れ
グ
リ
ー
ン
に
快
音
が
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。コ

ー

ス

に
は

９

つ

の
町
内
会

か
ら
男
女

会
わ
せ
て

５３
人
が
参

加
、
平
均

年
齢
７４
歳

高
齢
で
し

た
が
全
員

元
気

い
っ

て す ん 海 内 栄 出 16 ぱ
い が

｀
利 会 第 場 回 中 い

ま
｀
プ ー の 二 の 連 で

°

し 歳 レ さ 西 町 真 続 も

せ で    西海さん

川
地
よ
い
汗

９
時

の
ス

タ
ー
ト
で
し

た
が
、
徐

々

に
気
温
が
上

昇
し
て
２０
℃

に
、
湿
度
も

あ

っ
て
蒸
し

暑

い
コ
ン
デ

シ

ョ
ン
で
し

た
が
、
参
加

を
「
　ム′）
キっ
　
」」は

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
‐

一

「
惜
し
い
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合

っ
て
親

睦
を
深
め
な
が
ら
快
音
を
響
か
せ
ス
コ
ア
ー

を
競

っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
左
記
の
通
り
で
す

男
子
の
部

優
勝
　
滝
尾
福
太
郎

２
位
　
近
藤
　
注侑
治

３
位
　
谷
敷
　
二早
隆

４
位
　
川
日
　
宏
祐

５
位
　
西
海
　
利

一

女
子
の
部

優
勝
　
細
川
ク
ニ
子

２
位
　
小
川
　
一思
子

３
位
　
一膝
田
み
ど
り

４
位
　
佐
藤
セ
ツ
子
　
吉
本栄
第

一　

５
８

５
位
　
西
川
八
重
子
　
宣
（栄
第

一
　

５
８

（同
ス
コ
ア
ー
は
年
上
の
方
が
上
位
）

と
こ
ろ
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
こ
れ
ま

で
河
川
敷

の

「白
鳥

コ
ー

ス
」

で
開
催
さ

れ
て
い
ま

―
ン一
′）〓
　
‐し

か
し
２６
年

９
月
１１
日

未
明
の
集

中
豪
雨
で

「厚
別
川
」

が

増

水
、

河
川
敷
が
冠
水
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
土

砂
に
覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た

め
清
田
区

の
土
木
セ

ン
タ
ー
で

雪
解
け
と

と
も
に
土

砂
の
取
り

除
き
、
芝

張
り
な
ど

の
復
旧
工

事
を
続
け

て
い
ま
す

が
、
被
害
面
積
も
広
く
オ
ー
プ
ン
は
未
定
と

い
う
事
で
す
。

（パ
１
６６
）
（敬
称
略
）

清
田
有
楽
　
４
８

真
栄
第
二
　
４
８

清
田
　
　
　
４
８

真
栄
第

一
　

５
０

宣
禁
笙
三

　
５
１

真
栄
第
二
　
４
８

真
栄
第

一
　

５
３

真
栄
第

一　

５
７

◎
お
[λ訟贔躙
品

小売もいたしますので、お気軽にどうぞ

l■l丸真真栄工業
札 幌市 清 田 区真 栄 336番 地

ごみステーション用サークル
「PEカラネット」は

札幌市助成対象商品 “軽い 1取扱簡単 !普段場所いらず lⅢ

が特徴で、平成 27年 9月末までに
9,000基 以上を販売 !l
★上にかけるネット☆

「カーコムネット」も網目が細か<
ネットの中がほとんど見えない為

カラスに効果抜群と大人気です !

瓶雛 ユ コ・JJ15
札幌市豊平 EKI月 寒東 4条 9丁 目 5番 11号
TEL 011-853-801 l FAX 01■ 8557468

ホームページもご覧下さい。http://― .omumatu.oooip/oO/
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平成28年 は0101月 1日  連 合 会 だ よ り 第60号 (8)

防
災
の

大
切
さ
を

再
認
識

９
月
１
日
は
「防
災
の
日
」
．
イ
オ
ン
モ
ー

ル
札
幌
平
岡
店
の
駐
車
場
で

「札
幌
市
総
合

防
災
訓
練
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
清
田
区
が
１
５
０
ミ
リ
を
超
え
る

集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
さ
ら
に
清
田
区
内
を

震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
直
下
型
地
震
が
発

生
、
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
建
物
や
電
柱
の

倒
壊
、
道
路
の
寸
断
や
内
水
は
ん
濫
な
ど
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
防
災
関
係
機
関
、

小
中
校
の
生
徒
ら
合
わ
せ
て
１
地
域
住
民
や

、
３
０
０
人

が
参

加
、

万
が

一
に

備
え
災
害

へ
の
対
応

訓
練
に
取

り
組
み
ま

し
た
。

★

水

防
、

土
砂
流
出

防
止
訓
練

河
川
の

増
水
に
よ

る
土
砂
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
斜
面
に
シ
ー
ト

を
張
り
大
型
の
土
の
う
を
設
置
す
る
。

嘲
・‐こ跡
～へ
一為
｝

０
・
８
ｍ
、一一． 一

上
に
３
・
●
一

０

～

５

・

一
■

コ̈
御羹
一一一

し
充
満
し

・
●
一

て
行
く
と

云
わ
れ
て

い
ま
す
。

★
応
急
救

護
型
訓
練

け
が
に

備
え
止
血

方
法
な
ど

を
使

っ
た

応
急
手
当

が
大
切
で

す
。

★
被
害
道
路
か
ら
要
支
援
者
搬
出
訓
練

地
域
住
民

や
学
生
が
中

心

と

な

り
、

障
が

い
者
と

と
も
に
避
難

す
る
。

被
害
を
受

け
た
道
路
を

通
り
車
イ
ス

の
人
を
救
出

す
る
に
は
最

新

の
注
意
が

必
要
で
す
．

★
土
砂
災
害
救
出
救
護
訓
練

土
砂
に
埋
ま

っ
た
家
屋
や
車
両
か
ら
被
災

者
を
救
出

土
砂
崩
れ
に
よ
り
倒
壊
し
た
建
物
や
車
両

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
住
民
を
救
出
し
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
で
応
急
処
置
を
行
な
う
、
迅
速
な
作
業
が

必
要
で
す
。

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

LAW日口N

オーナー 林

札幌市清田区清田 1条 4丁 目5番48号

電話 (011)886-7321

ローリ〕
青田1条店
(区役所前)

堂
思



(9)第 60号 連 合 会 だ よ り  平成28年 は0101月 1日

一
蔵
町
地‐‐．囲
存
浄
型

■
■
■
■
■
■
●
〓
■
●
●
一■
一一一一●
一■
一・一●
●
●
●
■
●
■
●
●
一●
●
●
一

平
成
２７
年
１２
月
５
日
～
６
日
の
２
日
間
に

わ
た

っ
て
、
宿
泊
型

の
避
難
訓
練
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

清
田
区
の
子
供
会

の
子
供
た
ち
５５
人
を
合

む
約
１
３
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
「

先
ず
最
初
に
防
災
セ
ミ
ナ
ー

（
い
っ
し
よ

に
考
え
よ
う
―
災
害
に
備
え
て
―
自
助
共
助

の
す
す
め
）
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
本
部

防
災
委
員
会
防
災
教
育

ワ
ー
キ

ン
グ
リ
ー

ダ
ー
城
戸
寛
さ
ん
に
よ
り
過
去
に
起
こ

っ
た

豪
雨
災
害
、
大
震
災
を
ふ
り
か
え
り
、
災
害

の
教
訓
を
活
か
し
た
、
訓
練

の
必
要
性
に
つ

い
て
か
た

ら
れ
ま
し

た
。引

き
続

き

Ｈ

Ｕ

Ｇ

（
避

難

所

運
営
ゲ
ー

ム
）
の
研

修
が
お
こ

な
わ
れ
ま

し
た
．
Ｈ

Ｕ
Ｇ
と
は
、

避
難
者

の
年
齢
性
別
、
国
籍
や
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
避
難
所

に
見
た
て
た
平
面
図
に
ど
れ
だ
け
道
切
に
三

置
で
き
る
か
、
ま
た
進
業
所
で
起
こ
る
三
１

な
問
題
点
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
模
擬

体
験
す
る
デ
ー
ム
で
す
‥

食
事
は
、
日
赤
奉
仕
団
清
目
分
国
の
女
性

障
２０
名
に
よ
―り
、
暖
か

い
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
＾
大
変
お

い
し
い
と

好
評
で
お
代
わ
り
す
る
人
も
大
勢

い
ま
し
た
。

慰
問

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン
ド

「
サ

マ
ー
タ
イ
ム
」
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
、
昔
、
懐
か
し
い
曲
の
数
々
に
大

い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

寝
床
設
営
で
は
、
子
供
会
が
大
活
躍
。
防

犯
部
長

の
横
江
さ
ん
、
本
間
さ
ん
ら
の
指
揮

の
も
と
段
ボ
ー
ル
を
し
い
た
り
、
間
仕
切
り

を
た
て
た
り
、

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
を
膨
ら
ま
せ

た
り
と
、
子
供
た
ち
の
パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
、

２
時
間
程
度
か
け
す
べ
て
の
寝
床
が
設
営
さ

れ
ま
し
た

段
ボ
ー
ル
で
間
仕
切
り
さ
れ
た
空
間
は
、

思

い
の
ほ
か
快
適
で
し
た
が
、
こ
れ
が
い
ざ
、

本
当

の
災
害
と
な
れ
ば
ど
ん
な
に
か
心
細

い

晰

二
=:

一１

一枚
に
な
る

か
ン
」出
心
い

を
巡
ら
せ

ま
し
た
一
夜
明

」り
、　
ラ

ン゙

オ
体

操

・

反
省
会

の

あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
が

本
来
の
場

所

へ
の
帰

一̈一
二
十、写　
‐‐
一ま
―
レ多だ
．

災
書
事
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
…
こ

今
回
参
加
し

て
み
て
、
今
ま

で
，目
分
が
気

づ
か
な
か

っ
た

こ
と
、
知
ら
な
か

っ
た
こ

と
、
大

い

に
勉
強
に

な
る
二
日

間
で
し
た

町
連
防
災

防
犯
部
で

は
今
後
も

こ
の
よ
う

な
訓
練
が

行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
参

加
し
て
体

験
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（佐
々
木
康
子
）

精神科・神経科・内科

署鰺≧套あしりべつ病院
院長 柏倉 慎 冨」院長 り|1由奇峰雄
清田区清田 1条 4丁 目435

雪881-2● 26



平成28年 (2016)1月 1日  連 合 会 だ よ り 第60号 (10)

た
の
じ
ａ

Ｅ
氏
ま
つ
り

清
田
に
夏
本
番
を
告
げ
る
第
１
８
回
清
田

ふ
れ
あ

い
区
民
ま

つ
り
が
７
月
１８
口

（土
）

区
役
所
前
の
市
民
交
流
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
時
々
小
雨
と

い
う
あ

い
に
く
の

空
模
様
で
し
た
が
、
午
前
１０
時

の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
は
お

よ
そ
２

万
人
が

つ
め
か

け
早
々

と
賑
わ

い
を
見

せ
ま
し

た
。噴

水

の
横
で

は
清
田

区
の
造

園
会
社

が
夏

の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ケ
イ
ト
ウ
、
キ
ン
ギ

ョ
ソ
ウ
な

ど
１
千
鉢
を
無
料
で
提
供
。

コ
ー
ナ
ー
に
は

訪
れ
た
人
た
ち

の
長

い
行
列
が
出
来
、
ひ
と

り
３
鉢
の
制
限
で
し
た
が
オ
ー
プ
ン
と
同
時

に
花
の
鉢
を
囲
ん
で
大
混
雑
、
お
よ
そ
２０
分

一
薩職
・

・酪
一
湾
一

な
鰊

寵

ぷ

程
で
品
切
れ
に
な
る
人
気
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。中

央
広
場
で
は
と
き
お
り
傘

の
花
が
咲
く

風
景
が
見

ら
れ
ま
し

た
が
、
家

族
連
れ
や

お
年
寄
り

た
ち
が
円

テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
な

が
ら
楽
し

く
時
間
を

過
ご
す
風

景
が

い
つ

ま
で
も
見
ら
れ
ま
し
た
こ

ま
た
、
会
場

で
は
清

田
区

の

「
き
よ

っ

ち

一
ヒ
２
０
１
７
年
に
開
催
さ
れ
る

一冬
季

マ
ジ
マ
ギ
ギ
ｆ
，２
三

（コ
マ
ス
コ
´
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー

一
エ
ゾ
モ
ン
一
が
愛
嬌
を
ふ
り
ま
き

一
脩

一
　

警

ヽ

は
一・毀

． 、 ::::卜 ,ヽ|:こ :

畿

院病主
目

、

ヽ

′

′

一幌
療法
社1■:

|=■
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単
崚
口
．Ｔ
稲
＝
町

清
田
小

学
校
の
敷

地
内
に
あ

る

水

田

「
ゆ

め

田

ん
ぼ
あ
し

り

べ

つ
」

で
９
月
２４

日

（
本

）

５
年
生

の

児
童
た
ち

５２
人
が
重

く
頭
を
た
れ
る
稲
の
収
穫
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の

「
ゆ
め
田
ん
ぼ
」
は
札
幌
清
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
児
童
た
ち
に
米
作
り
の
楽

し
さ
や
難
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
平
成

‐７
年

に
）字

校

に
寄
贈

し
た
も

の

で
約
２
３

２

平

方

メ
ー
ト

ル

（約

７０
坪
）

の
水
田
で

す
。５

月

２２

日
に
自
分

た
ち
の
手

子
ど
も
た
ち
の

人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

会
場

で
は
今

年

で
７
回
連
続

出
店
と
な

っ
た

町
連

の

「
ゆ
で

と

う

き

び

販

士冗
」
。

今
回
は
岩
見
沢
市
か
ら
朝
も
ぎ
５
０
０
本

を
用
意
し
１
本
２
５
０
円
で
店
開
き
し
ま
し

た
．今
で
は
お
馴
染
み
と
な

っ
た

「
ゆ
で
と
う

き
び
」
、
販
売
と
同
時
に
お
客
が

つ
め
か
け
、

ゆ
で
あ
が
り
を
待

つ
人
た
ち
が
出
来
る
人
気

を
見
せ
ま
し
た
．

こ
の
た
め
お
昼
に
は
完
売
し
ス
タ
ッ
フ
を

驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

□機 密 /保 管 書 類 の 破 砕 リサ イ クル
□新 聞 /雑 誌 /段 ボ ール の リサ イ クル

北海紙管株式会社
http:ノノw― .hokkai¨s,co.ip

本  社・清田営業所・新川営業所・菊水営業所・江別営業所
お気軽 にお P05合わせ ください。

ハ シ 1/  シ  ロ ヤ ギ

躙 躊礁賤躊蜂絋咤驀文蝙隆賤

サービス付 き高齢者向け住宅

で
田
植
え

を

行

い
、

植

え

た

「も
ち
米
」

は
ラ
イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
の
会
員

が
水

の
管

行

い
、
実

り
の
秋
を

迎
え
ま
し

｛
′．軍
手
に
長
靴
の
児
童
た
ち
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
か
ら
稲
刈
―，
の
コ
ツ
を
教

わ

っ
た
あ
と
、
鎌
を
有
手
に
稲
刈
り
に
挑
戦

理
な
ル
゛

を

美 しが丘テラス
札幌市清田区美しが丘 3条 8丁目2-1
Te1 011¨ 887-631l Fax 011-887-6340

<併設事業所 > 居宅介護支援事業所 セラヴイ
訪間介護ステーシ∃ン

デイサービスセンター

小規模多機能ホーム

営  > 医療法人社団五風会

丁e1011-887-6355
丁e011-887-6830
丁e1011-887-6876
Te1 01 1-887-6781

さっぱろ香雪病院
安心 と快 l■iに つつまれる

洗練 された生涯の住まい
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し
ま
し
た
。

児
童
た
ち

は

最

初

ス

ロ
ー
ペ
ー
ス

で
し

た

が
、

慣
れ
る
に
つ

れ
て
ス
ム
ー

ズ

に
な

り
、

交
代
し
な
が

ら
楽
し
そ
う

に
次

々
と
収

し
た
。

収

穫

し

た
稲
は
１０
月

中
旬
に
脱
穀
、

‐２
月
に
校
内

で
餅

つ
き
大

会
を
行
い
「み

た

ら

し

団

子
」
な
ど
で

舌

つ
づ
み
を

う
ち
ま
し
た
。

穫
し
貴
重
な

体
験
を
し
て

い
ま
し
た
。

刈
り
取

っ

た
稲
は
天
日

干
し
の
た
め
、

大

人

に

手

伝

っ
て
も
ら

い

「
は
さ
掛

け
」
さ
れ
ま

財
心́
憮
鶉
靡
不
熙
瞼
魃

写
慶
咸
國
核
晰

一
一
一
一
一

清
田
区

な
ど
の
町

内
会
で
つ

く
る
地
下

鉄
東
豊
線

建
設
促
進

期
成
会
連

合
会

（牧

野
　
晃
会

長
ら
役
員

と
清
田
区

選
出

の
道

珪成
　
・　
士叩
圭成

の

２４
人

）

が
７
月
２‐
日

（火
）
市
役
所
を
訪
れ
、
新
し

く
就
任
し
た
秋
元
克
広
市
長
に
清
田
区

へ
の

地
下
鉄
延
伸
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
連
合
会
で
は
毎
年
、
要
望
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
が
、
秋
元
市
長
は

「地
下
鉄
の
延
伸

を
含
め
て
清
田
区
の
将
来
を
し
つ
か
り
考
え

た
い
」
と
の
べ
て
お
り
要
望
書
に
対
す
る
答

弁
に
期
待
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
ｃ

席
上
で
の
要
望

。
発
言

（期
成
会
）
と
答

弁

（市
側
）
の
要
旨
は
左
記
の
通
り
で
す
。

要
望
書
の
主
旨

（会
長
説
明
）

○
札
幌
ド
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
１３
年

に

「
札
幌
市
総
合
交
通
対
策
調
査
審
議

会
」
は
、
清
田
区

へ
の
地
下
鉄
延
長
に
に

つ
い
て

「清
田
区
の
中
心
核
の
育
成

。
強

化
に
寄
与
す
る
」
こ
と
や

「札
幌
ド
ー
ム

の
ア
ク

セ
ス
対

応
」
な

ど
、
ま

ち
づ
く

り
の
上

か
ら
も

必
要
性

が
高
く

採
算
性

一は
昔
向
い

と
の
答

申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
２４
年
に
制
定
さ
れ
た

「
札
幌
市
総

合
交
通
計
画
」
に
は
、
地
域
中
心
核
な
ど

甜舛
昨
駆
副

割
括

ｎ

法人ノテ福祉会

療福祉グループ

-800-3730
ノテ地域包 総合相談

セミナーやイベントの

ご案内をしています。

会費は無料 !皆様のご

入会をお待ちしています
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で

一
定
の
需
要
が
見
込
ま
れ
、
地
下
鉄
延

伸
の
可
能
性
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、

利
用
者
数
予
測
に
基
づ
く
事
業
採
算
性
な

ど
を
考
慮
し
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

後
の
議
会
に
お
い
て
も

「事
業
採
算
性
の

面
か
ら
地
下
鉄
の
延
伸
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
」
旨
の
答
弁
を
伺

っ
て
お
り
、
期
成

会
で
は
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
き
た
と
こ

で
す
。

○
清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
は
地
域
中
心
核

の
弱

い
区
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
に
策
定
さ
れ
た

「札
幌
市
ま
ち

づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
「
区
役

所
周
辺
を
公
共
機
能
や
商
業

・
業
務

。
医

療
な
ど
の
都
市
機
能
、
住
居
機
能
な
ど
の

複
合
し
た
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
す

べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
中
心
核
、
地
域
交
流
拠
点
の
整
備
の

肝
心
な
と
こ
ろ
は
、
軌
道
系
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
整
備
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
事

業
の
採
算
性
の
検
討
だ
け
で
は
な
く
、
東

豊
線
を
清
田
ま
で
延
伸
し
、
地
下
鉄
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
駅
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
で
あ
る
清
田
区
．

の
中
心
核
の
育
成
強
化
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。

○
市
長
は
就
任
後
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
中
で

「
現
在
の
事
業
計
画
で
は
、
採
算
性
の
黒

字
の
達
成
が
見
え
な
い
た
め
に
、
延
伸
が

実
現
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
地
下
鉄
の
乗
客
確
保
に
向
け
て
、

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
招
致
に
合
わ
せ
て
札
幌

ド
ー
ム
周
辺
に
選
手
村
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
そ
の
後
の
活
用
策

も
含
め

て
、
採

算
性
を

検
討
し

て
い
き

た

い

」

と
発
言

し
て
い

ま

す
。

ド
ー
ム

周
辺

の

土
地
利

用
の
変
化
を
踏
ま
え
た
乗
客
増
の
検
証
を

平
行
し
て
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

清
田
延
伸
を
開
催
計
画
中
の
交
通
部
門
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
だ
く
事
を
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

欠
口　
弁

（秋
元
市
長
）

○
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
清
田
区
役
所

を
中
心
と
し
た
区
の
中
心
核
と
い
う
こ
と

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
そ
の
足
と

し
て
地
下
鉄
の
延
伸
と
い
う
の
は
重
要
な

事
柄
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
選
挙
期
間
中

も
、
多
く
の
市
民
の
方
、
特
に
清
田
区
の

方
か
ら
地
下
鉄
延
伸
の
ご
要
望
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
地
下
鉄
延
伸
は
採
算
性
、
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ

ん
。

ド
ー
ム

周
辺

の

農
業
試

験
場
と

し
て
使

わ
れ
て

い
る
場

所
の
土枷［］一

進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
地

下
鉄

の
将
来
需
要
と

い
う
事
に
も
プ
ラ
ス

に
な

っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま

す
。

そ
の
意
味
で
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
施
設
配
置

な
ど
、
様

々
な
計
画
を
作

っ
て
い
く
中
で
、

当
然
そ

こ
の
場

所

へ
の

ア
ク
セ

ス
を
ど

う
す
る

か
、
一父

通
イ
ン

フ

ラ

と

合
わ
せ

て
検
討

さ
せ
て

い
い
た
だ
き
た

い
。

Jt海道産の素材きふんだん|こ

使った、あ菓子の店

吉]念 曰や、お客様へ0お tて好し、

3時 0おやつ場でに

で卜で卜ごlll用下さ11すせ!! DOLCI VITA
PATISSE RIE

T004-0812
札幌市清田区美しが丘2条2丁目9-10

011-886-5455
不定休 営業時間 :10:00～ 19:00
(月曜日～18:00月 曜日が祝日イベントの場合は央曜日)
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発
　
一言

（大
形
会
長
代
理
）

○
大
型
商
業
施
設
の
集
積
に
よ
っ
て
国
道
３６

号
と
羊
ケ
丘
通
り
の
基
本
幹
線
が
麻
痺
状

態
に
な
る
事
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
人
の

流
れ
、
交
通
手
段
、
移
動
手
段
な
ど
を
調

べ
る

「
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」
を
実

施
し
て
欲
し
い
．

発
　
一言

（有
田
副
会
長
）

○
将
来
は
札
幌
圏
に
北
海
道

の
２
分
の
１
の

人
口
が
集
中
す
る
の
で
は
と
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
都
心
に
対
す
る
効
率
的
な
ア
ク

セ
ス
の
整
備
な
ど
将
来
を
考
え
な
が
ら
地

下
鉄

の
こ
と
も
考
え
て
欲
し

い
っ

基
［　
弁

（秋
元
市
長
）

○
高
速
道
路
も
利
便
性
が
高

い
故
に
立
地
が

進
ん
で
き
て
い
る
．

国
、
道
を
含
め
関
係
機
関
は
３６
号
の
混
雑

状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
が
危
機
感
を
持

っ
て
お

り
、
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
地
下
鉄
の
延
伸

の
議
論
を
し
な
が

ら
、
出
来
る
事
を
進
め
て
行
く
の
と
平
行

し
て
や
り
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

発
　
一百

含
石
本
道
議
）

○
市
長
が
選
挙
中
に
発
言
し

て
い
る

の
は

重

々
承
知
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
上

田
前
市
長
は
議
会
で

「
地
下
鉄
延
仲
は
困

難
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
今

の

よ
う
な
話
、
お
考
え
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
な
く
、
正
式
な
場
面

で
き
ち
ん
と
し
た
お
考
え
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
議
会
な
ら
議
会

で
、
も
し
く

は
市
長
の
記
者
会
見
な
ど
で
。

○
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
が
出
ま
し
た
が

ヤ坦
圭成
〈
ム

で
も

一

緒
に
取

一

り
組
ん

一

で
行
こ

一

つヽ
と

い

一

う
考
え

一

方

で
す
．

２

０

２

６
年

で

す
と
残

一
・●

一
一　
　
　
・

り
１０
年
―
―
―
　
　
・―

●
●

本
当
に
出
来
る
の
か
、
農
業
試
験
場
の
話

も
内
々
聞
い
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
道
の
方

も
土
地
を
持

っ
て
い
て
有
効
活
用
す
る
こ

と
も
考

えヽ
て
い

ま
す
ｃ

Ｏ
オ
リ
ン

ピ

ツ
ク

に
合
わ

せ
て
地

下
鉄
延

伸
を
や

ろ

つヽ
と

い

っ
た

レ
」

シ
さ

、

残
り
Ю
年
で
物
理
的
に
工
事
を
含
め
可
能

な
の
か
、
区
役
所
ま
で
廷
仲
で
き
る
の
か

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
整
葺
ｇ

て
‐ヽ．
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た

い
．

発
　
一言

（鈴
木
副
会
長
）

〇
お
盆
に
な
る
と
羊
ケ
丘
通
り
は
里
塚
霊
園

に
向
か
う
墓
参
り
の
車
で
上
下
線
と
も
長

い
渋
滞
が
で
き
る
．
何
か
工
夫
が
必
要
で

す
．

下
鉄
促
進

ム
総
会

動
を
強
化

地
下
鉄
東
豊
線
促
進
朝
成
会
連
合
会
万
年

嘆
定
期
給
会
が
８
月
ア
Ｈ

（全
）
清
田
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た

活期地

「
―
―
―

しヽ   し しヽつ|まい

札幌市許可霊 園

平日のこ案内も随時承つております。

お気軽に日時をお申し付け下さい。 囲り]294卜」4」3
篭

'884-7194札幌市清田区真栄625

永久に生きる花と緑の明るい聖地

墓石の改築リフォーム
彫刻受承ります。
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冒
頭
、
挨
拶
に
立

っ
た
牧
野
　
晃
会
長

は

「
上
田
前
市
長
の
期
間
は
採
算
性
の
面
で

延
伸
は
ユ

理
と

い
う

事

で
展
望

が
開
け
な

い
状
況
が

続

い
た
が
、

秋
元
市
長

は
札
幌
冬

季
五
輪
誘

致
に
絡
め

て
地
下
鉄

延
仲

の
検

討
を
表
明
し
、
久
し
ぶ
り
に
光
明
を
見
出
し

た
思

い
で
す
」
と
明
る
い
表
情
で
期
待
感
を

表
し
ま
し
た
。

こ
の
あ

・

と
議
長
に

．

清
田
中
央

一

地
区
町
連

一

の
山
地
宏

一

重
会
長
を

一

選
ん
だ
あ

一

と
、
議
事

に
入
り
２６

一

年
度

の
事

一

業

報

告
、
一

収
支
決
算

．

報
告
、
２７
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案

が
示
さ
れ
原
案
通
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
で
は
例
年
通
り

「街
頭
啓
発
」

で
Ｐ
Ｒ
を
行
な
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
市

議
会
に

一総
合
交
通
調
査
特
別
委
員
会
の
地

下
鉄
関
連

来
塁
戴
」
レ
」

「
冬

季

五

輪

招
致

・

ス
ポ
ー
ツ

振
興
調
査

特
別
委
員

ム
本
の
久
永
十

五
輪
開
催

計

画

審

多と る う 要 連 地 島 て 伸 地 て が 商 ど 加 麻  た
に こ 声
L携
区 市 ¬ に 下 い 集 業 の

｀
生 今 め

し と も と が と 大 北 つ 鉄 ま 結 施 大 大 昌 同 論

1丁…
ヾ

曇フフワ （〓

リ
パーマ、カラー、カットのお客様の送迎しております。

(来店歩行困難な方、交通便が不都合な方)

営 業 時 間 AM9:OO～ PM 6:00
(定休 毎週・火曜日・第二月曜日)
(毎日予約優先となっております)

清田区真栄 2条 1丁 目2-22(西友そば)

TEL 881-1180

本社本し幌市清田区平岡1条 1丁 目720電話0(011)881 3939 FAX 881 3890

ホームエネルギー部 ●881-3939
エスプラザ・清田 888q_0020
セ ル フ 大 曲 ●376-2263
シ ン ワ保 険 企 画 ●881-3939

ヒ

|

社会医療法人

:【ホL幌清田整形外科病院
〒004-0841札幌市清田区清田 1条 4丁 目1-50

●(011)881-2222
http:〃www.kiyotaseikei.or.ip

・地域包括ケア22床  ・回復期リハビリ病棟55床
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期
成
会
役
員

特
別
委
員
会
を

傍
聴

９
月
１８

日

（
金

）

市
議
会

の

特
別
委
会

室
に
地
下

鉄
東
豊
線

促
進
期
成

会

の
役
員

‐７
人
が
顔

を
揃
え
ま

し
た
。

こ
れ
は
、

こ
の
日
開
催
さ
れ
た

「冬
季
五
輪
誘
致

・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
調
査
特
別
委
員
会
」
の
審
議
を

傍
聴
す
る
た
め
に
訪
れ
た
も
の
で
す
っ
審
議

会
は
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
招

致
に
向
け
た
取
り
組
み
と
と
も
に
、
「
ス
ポ
ー

ツ
元
気
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
」
の
実
現
に
向
け
た
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
施
策
な
ど
に
つ
い

調
査
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

秋
元
市
長
は
就
任
後
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
な

ど
で
冬
季
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
招
致
に

伴
う
土
地
利
用
計
画
を
踏
ま
え
東
豊
線
延
伸

を
検
討
す

る
考
え
を

示
し
て
お

り
審
議

の

内
容
が
注

目
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た

め
期
成
会

で
は
地
下

鉄
促
進
に

関
す
る
事

項
の
進
展
に
期
待
を
込
め
て
審
議
の
成
―，
行

き
を
見
守
ろ
う
と
傍
聴
す
る
事
を
決
め
た
も

の
で
す
。

傍
聴
席

で
は
全
員

が
審
議

の

質
疑
応
答

を
聞
き
逃

す
ま

い
と

神
経
を
集

中
さ
せ
緊

張
気
味
の

様
子
で
し

た
。期

成
会

で
は
審
議
会
を
今
後
も
等
聴
し
地
下
鉄
の
延

伸
が
取
り
込
ま
れ
る
３
争
見
守
る
事

に
し
て

い
ま
す
。

髪

「

|
L___

第17回清田区民チャリティーゴ几フ大会を

平成 28年 5月 上旬にfTいます。
多数のこ参力]をお待ちしております。

椰 姜蓉カコL倶 楽音ロ
〒0040821本 L幌市清田区有明463の 7

TEL(011)881-7121
FAX(oll)881-7123

● リハビリテーション科 0内科・神経内科 ●

|

1    本虐E単留塩稲景言][[倉[i瑾:覺糧:

院 長  小 笠 原  俊 夫
清田区真栄331番地

下 e! 883‐ 1122
URL http:ノ/wwwosyoujinkai。。r.jp

J

1 自家焙煎ォフ[I鰤|』Jとこに
1面 0120381818
|
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地
下
鉄
延
伸
Ｐ
Ｒ
で

テ
ィ
ツ
シ
ュ
を
配
布期

成
会

で
は
９
月

∞
日
（火
）

に
地
下
鉄

東
豊
線

の

福
住
駅
前

で
地
下
鉄

延
伸
Ｐ
Ｒ

の
テ
ィ
ッ

シ

ュ
を
配

り
理
解
と

協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
気
温
が
低
く
肌
寒

い
天

気
と
な
り
ま
し
た
が
参
加
し
た
期
成
会

の
役

員
は
午
後

２
時
半
か

ら
３
時
半

ま
で
駅
前

の
歩
道
に

立
ち
地
下

鉄
の
階
段

か

ら

上

が

っ
て
来

る
人
た
ち

に
テ
ィ
ッ

Ｉ
彗
〓
■
■
●

■■11■ |二|^

竜

受
零

■ 髪

シ

ュ
を
配

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
回
は
札
幌
ド
ー
ム
で

「
日
ハ
ム
×
千

葉

ロ
ッ
テ
」
の
プ

ロ
野
球
が
開
催
予
定
で
し

た
が
、
時
間
が
早

い
た
め
フ
ァ
ン
も
ま
ば
ら

で
し
た
´
し
か
し
通
行
人
の

「寒

い
中
ご
苦

労
様

一
の
エ
ー
ル
に
元
気
を
出
し
Ｐ
Ｒ
に
力

を
込
め
て
い
ま
し
た
ｃ

芝
生
の
上
で

秋
を
楽
し
む
ヽ

フ

「体
育
の
日
」
の
１０
月
１２
日
、
自
旗
山
競
技

場
で

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
白
旗
山
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

清
旧
区
内

の
町
内
会
連
合
会
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
青
少
年
育
成
、
体
育
振
興
会
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
毎
年
、
体
育

の
日

に
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
今
回
６
同
目

を
む
か
え
ま
し
た
。

会
場
は
曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
お
よ
そ
２
、
０
０
０

人
が

つ
め
か
け
、
緑
の
広

い
芝
生
の
上
で
の

米:のパパ&ママーズ
スパー真栄2条店

●札幌市清田区真栄 2条 2丁 目
●TEL 881-1446
●営業時間 AM 6:00～ AM O:00

ー

L_

■自動車ガラス販売・取り付け  ■住宅ガラス全般
■フロントガラス飛石修理   ■フィルム張り

代表取締役 藤 巻 竜 司

札幌市清田区真栄 2条 1丁 目1124

●884口1 585 FAX884‐ 1590

②丸しん雪ゅ:整骨院
憂ヨ濃い。駐事場有|

(8i30～月水金20時迄t火木18時迄、土祝12'30迄 )

◎日曜日(定休日)以外は、祝 日で も診 療 中です。

・搬雨・灸師・柔道整復師 院 長 石 幡 秀 司

清田区清田 1条 4丁 目5-55「 清田ビル lF」
(道銀隣り。真栄バス停前)T肌 886-0489

ンルバーシニアサロン運営委員会

瓶開誤
①生きがい活動 ②放談会、話題交換 などの事業に
O経験を生かした社会貢献活動支援 参カロしてみませんか。

「
需蕩弄D清田区真栄5条 5]目 の真栄団地会館(バス停 福88真栄5条 5」 日)

¨ 毎i旦火ヽ土曜日 9時～15時

¨ 年間500円 (概ね65歳以上)会員登録制です

皿 Dl日 200円 (1階の250席のフロアーも別料金で利用出来ます)

mテ レビ、ビデオ、オーデオ、カセットデッキ、麻雀、■l碁、将lH等

賦 恣 麟 諄 ず 18652C璃
蒻 菫 鍛

i″
|
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ス
タ

ー

ト

し

ま

し

た

．

特
に
子

ど
も
た
ち

を
喜
ば
せ

た
の
は
元

プ

ロ
野
球

選
手
に
よ

る
少
年
野

≫
餃
蛉

球
教
室
で
、

ク
ギ

ャ
オ
ス
ク
こ
と
内
藤
尚
行
さ
ん
ら
が

ユ

ニ
ホ
ー
ム
姿
で
現
れ
基
本
の
技
術
を
指
導
し

ま
し
た
。

４
種
目
の
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
プ
レ
ゼ
ン
ト

力
も

ら
え

る

ス
タ

ン

プ

ラ
リ

ー

は
家
族
連

れ
の
人
気

を
集
め
て

い
ま
し
た
。

会
場

の

軽
食

コ
ー

ナ
ー
で
は

毎
年
大
人

気
の

「
キ

開
会
式
に
臨
み
ま
し
た
。

新
谷
光
人
区
長
が

「世
代
を
超
え
て
み
ん

な
で
秋
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
、
こ
の
後
、
芝
生
が
広
が
る
競
技
場
で
多

」躇橿黎舜角″〔
ノ
コ
汁
」
に
長

い
行
列
が
出
来
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
秋
の
味
覚
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
＾

会
場
入
り
口
で
は
地
下
鉄
東
豊
線
建
設
期

成
会

の
役
員
が
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち

に

テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
り
地
下
鉄
延
伸
運
動
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た

（飯
部
　
紀
昭
）

12:00-14:00

熙
S09001:2008認 証取得

防水は建築のいのちです。

実績と信頼、確かなコンサルティングで個人住宅から

大規模建造物まであらゆるニーズにお応えします。

〒004-0812札幌市清田区美しが丘2条2丁目1-2
U RL http://www bldpro coip
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＝
川
押
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

清
口
有
楽
町
内
会
　
　
Ｋ
　
・

Ｙ

★
答
弁
は
の
ら
り
く
ら
り
で
ヤ
ジ
飛
ば
す

★

も
う
一歩
、
風
が
ネ
の
足
止
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

★
新
幹
錬
止
ま
ら
ぬ
駅
は
過
来
の
ま
ち

一
■
俳
句
――
　
　
　
　
　
一

●
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
千
同
町
内
会
　
　
　
″
崎
　
民
子

☆

馬
鉛
署
の
花
高

の
畑
か
な

☆

お
喋
う
は
尽
ぎ
ず
色
な
き
風
の
な
か

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
学
第
一町
内
会
　
　
島
同
か
お
る

☆
一新
緑
の
風
さ
わ
や
か
に
は
は
な
で
る

★

竹
本
の
小
道
な
つ
か
し
春
の
タ

ーー
短
歌
＝

一　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
一　
　
・

新
千
岡
町
内
会
　
　
　
石
埼
　
．民
子

★
餌
、ト
イ
レ
、そ
の
化
も
添
へ
し
子
猫
貰
ふ
「可
愛
が
っ
て
ね
」．の
言
葉
と
と
も
に

☆
爺
さ
ん
は
猫
を
行
た
せ
て
徐
ろ
に
焼
魚
の
身
を
は
ぐ
ｔ
骨
抜
く
・

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
真
学
第
一町
内
会
　
　
山
本
顕
え
進

★
・ク
升
治
全
と
銀
之
の
升
掲
羽
裁
袴
は
馬
子
に
も
衣
業
　
　
　
　
　
　
一

☆

空
を
切
る
剣
の
炒
れ
の
た
ち
姿
つ
ば
め
返
し
は
神
刀
流

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
栄
第
一町
訥
会
　
　
竹
口
佐
千
子

★
人
々
の
ク
ラ
ス
会
に
出
て
き
き
彼
の
面
影
‐を追
う
宴
の
な
か
に

☆
ｔ
ユ千
川
０
せ
せ
ら
ぎ
眺
め
今
は
窯
き
学
合
お
も
，
秋
０
夕
暮
枚

．
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
帯
第
一一一町
内
会
　
一
清
水
　
芳
洞

★
．朝
な
ざ
な
．「お
え
気
」
と
声
か
け
ゃ
れ
ば
わ
が
家
の
イ
ン
，
沐
ぐ
お
キ
儀
す

★
一，
が
洛
ｉ
，
競
灘
ど
，
ぶ
に
，
一っ
■
ヶ
か
生
言
多
↑
ヨ
シ‐一
´，
ど
よ
ば
る

‐★Ｌ
に
に
の
と
え
み
し
な
な
り‐き‐，
つつな
ら
ぬ
ぞ
あ
は
れ
れ
る
か
な

一
姜
誤
鋳
編
』斃
誇
誠
鰤】】軒
毀
電
理は■

「き
ま
た
．文
苑
」

欄
を
設
け
て

い
ま
す
。

左
記
の
要
領
に
よ
り

奮

つ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

（短
歌

俳
句
・川
柳
）

に
か
ぎ
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
自
作
作

品

（既
発
表
可
）
を

一
種
三
句
ま
で
と
し
、

作
品
に
は
必
ず
種
別

を
、
ま
た
住
所

・
町

内
会
名

・
氏
名

・
電

話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
ま
で
に
お
送
り

下
さ
い
。

送
り
先

〒
０
０
４
１
０
８
４
１

清
田
区
１
条
２
丁
目

一　
５
～
３
５

清
田
ま
ち
づ
く
り

一セ
ン
タ
ー
内

清
田
地
区
町
連広
報
部

⑥蟹い処(]g]』][LdlI}
■清日本店■

札幌市清田区清田 1条 4丁目5-41

′ (011)884-8050 大 き な 力 二 の 看 板 が 目 印 で す 。

※日お客様専用駐車場完備

営業時間/ハИl l:00,PM9:30

清 田金融協会

札幌信用 金庫
清田支店
882-3693 北 海 道 銀 行

清田支店
881-4411

北 洋 銀 行
清田区役所前支店
883-2121

北 海 道 銀 行
美しが丘出張所
885-3003

稚 内信用金庫
清田支店
886-5588
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一デ
い
羽
夕
Ｆ
驀

昨
年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３‐
日
ま
で
全
国

一
斉
に

「赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
町
連
で
は
１０
月
上
旬
に
役

員
が
地
域
の
企
業
な
ど
を
訪
問
し
、
募
金
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
に
快
く
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
寄
付
は
民
間

の
福
祉
を
支
援
す
る
資
金
と
し
て
、
地
域
の

社
会
福
祉
活
動
に
有
効
利
用
さ
れ
ま
す
。
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（順
不
同
、
敬
称
略
）

（株
）
真
栄
造
園
、
（株
）
東
部
商
事
、
（有
）

丸
真
真
栄
工
業
、
（株
）
イ
シ
ダ
、
（有
）
ふ

と
ん
の
ハ
シ
モ
ト
、
医
療
法
人

尚
仁
会

真

栄
病
院
、
札
幌
芙
蓉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
真
栄
四
条
店
、
医
療
法
人

あ
し
り
べ
つ
病
院
、
ロ
ー
ソ
ン
札
幌
清
田
１

条
店
、
東
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ

（株
）
、
札

幌
市
農
業
協
同
組
合
清
田
支
店
、
む
つ
み
電

機

（株
）
、
清
田
地
区
民
児
協
、
社
会
医
療

法
人
札
幌
清
田
病
院
、
サ
ク
ラ
イ
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
（株
）
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
石
田
、

（有
）
真
栄
燃
料
店
、
（有
）
清
茂

（林
　
茂
）
、

札
幌
清
田
整
形
外
科
病
院
、
稚
内
信
金
清
田

支
店
、
め
ぐ
り
歯
科
医
院
。

編

集

後

記

●
１
一―
一―
一〓
〓
〓
二
奮
濾
薦
瑾
藤
理
爆
儘
燿
鸞
燿
橿
橿
櫃
彊

清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
の
住
民
自
治
活

動
が
５０
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
。

連
合
会
だ
よ
り
第
１
号
紙
面
に
目
を
通
し
て

み
る
と

「明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

全
力
　
皆
様
に
ご
挨
拶
」
と
題
し
た
見
上
権

治
郎
会
長
の
挨
拶
と
と
も
に
各
部
長
に
よ
る

活
動

へ
の
思
い
と
地
域
づ
く
り

へ
の
決
意
が

記
さ
れ
て
い
る
。

地
域
は
水
田
や
畑
が
広
が
る
田
園
地
帯
か

ら
広
大
な
住
宅
地

・
準
工
業
地

へ
と
序
々
に

姿
を
変
え
、
交
通

・
物
流
の
主
要
幹
線
道
路

で
あ
る
国
道
３６
号

（旧
道
は
昭
和
４６
年
に
直

線
道
路
と
し
て
整
備

・
敷
設
替
え
）
に
続
き

真
駒
内
御
料
線
や
羊
ケ
丘
通
り
等
の
交
通
基

盤
整
備
と
か

っ
て
暴
れ
川
で
あ

っ
た
あ
し
り

べ
つ
川
の
河
川
整
備
が
進
み
、
東
西
を
つ
な

ぐ
旧
道
、
新
国
道
と
南
北
に
流
れ
る
あ
し
り

べ
つ
川
、
真
駒
内
御
料
線
の
交
差
軸
を
核
と

す
る
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

水
清
く
自
然
豊
か
な
清
田

・
真
栄

。
有
明

の
風
景
は
変
わ

っ
た
が
、
今
年
度
の
町
連
活

動
の
目
標
で
あ
る

「
お
互
い
に
支
え
あ
う
、

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
「
安
全
で
安
心

し
て
住
め
る
地
域
づ
く
り
」
「
地
域
の
美
し

い
自
然
環
境
の
維
持

・
保
全
の
取
り
組
み
」

へ
引
き
継
が
れ
た
先
人
の
地
域
づ
く
り

へ
の

思
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
次
な
る
半
世
紀

ヘ

の
歩
み
を
始
め
た
。
　
　
　
　
（長
屋
　
俊
こ

昭
和
４０
年
　
１
、
３
８
１
世
帯

人
口
　
５
、
４
５
７
人

昭
和
４７
年
　
４
、
３
３
１
世
帯

人
ロ
ー
４
、
１
９
７
人

平
成
２７
年
　
９
、
２
２
６
世
帯

人
ロ
ー
８
、
０
７
４
人

※
昭
和
４０
、
４７
年
は
清
田
全
域
、
平
成
２７
年

は
清
田
連
合
町
内
会
地
域
の
世
帯
数
と
人
口
。

旧
道
は
昭
和
２７
年
１
級
国
道
３６
号
線
に

指
定
。
翌
年
完
全
舗
装

（
ア
ス
フ
ア
ル

ト
）
さ
れ
て
「弾
丸
道
路
」
と
呼
ば
れ
た
。

あ
し
り
べ
つ
と
い
う
地
名
は
ア
イ
ヌ
語

か
ら
生
ま
れ

「
ア
ッ
ペ
ッ
」
糸
の
よ
う

に
流
れ
る
川
、
「
ア
シ
リ

・
ペ
ッ
」
新

し
い
川
、
「
ハ
シ
ュ
・
ペ
ッ
」
潅
木

の

中
を
流
れ
る
川
、
「
ア
ッ
・
ペ
ッ
」
お

ひ
ょ
う
だ
も
の
あ
る
川
等
の
諸
説
が
あ

る
。
そ
の
中
の

一
つ
が
転
化
し
て

「
ア

シ
リ
ベ
ツ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
川
の
恵
み
を
受
け

て
い
る
地
域
の
地
名
と
し
て
い
ず
れ
も

ふ
さ
わ
し
い
。
な
お
、
厚
別
川
は
清
田

区
以
南
で
あ
し
り
べ
つ
川
と
よ
ば
れ
て

い
る
。

清
田
地
区
町
内
会
連
合
会
の

「連
合
会

だ
よ
り
」
は
昭
和
４７
年
８
月
２５
日
第
１

号
発
行
。
平
成
１７
年
広
報
部
の
新
設
に

伴
い
、
同
年
７
月
１
日
発
行
の
第
３８
号

か
ら

「清
流
あ
し
り
べ
つ
」
と
し
て
活

動
の
様
子
や
地
域
の
話
題
を
発
信
。

予 予 廿顆
人を支える、人がいる。

獅

轟
購 脩朦鉤‡晰鯰艤鰈 饂趙


